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概概要要：東京大学史料編纂所では，歴史情報の発信と活用を支える基盤の構築を目的として，地名や人

名に関する知識ベースの構築に取り組んできた．本研究ではこの知識ベースの構築の拡充を目的とし

て，東京大学史料編纂所が所蔵する絵図『倭寇図巻』と『正保琉球国絵図』を対象として，これらの

史料から抽出したデータに基づく知識ベースの構築と，それを利用したアプリケーションの開発例に

ついて述べる． 
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Abstract: The Historiographical Institute of the University of Tokyo has been working on the construction of a 
knowledge base on place names and personal names with the aim of building a foundation to support the research 
and utilization of historical information. This research aims to expand the construction of this foundation, and 
describes the building of a knowledge base from the historical drawing materials and examples of the development 
of applications using them. 
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１．はじめに 
東京大学史料編纂所は明治以来 150 年に渡り

蓄積してきた目録，画像，本文，文字など大量か
つ多様なデータを有している．具体的には，1,200
冊近い基幹史料集の編纂・刊行実績，40 種 560 万
件のデータベースと史料画像 2,000 万件のデジタ
ルアーカイブを持つ．これらの豊富なデータと，
50 名以上の所内研究者をはじめとする専門家が
持つ知識を有機的に繋げることにより，歴史情報
の発信を支える新たな基盤の構築を目指してい
る．この一環として，東京大学史料編纂所では，
2021 年度より，「データ駆動型歴史情報研究基盤
の構築」プロジェクトを実施している[1]．このプ
ロジェクトの一つの目的に，「地名・人名等のシ
ソーラス化・オントロジー化」が挙げられている． 

本発表では，この知識ベースの構築とその活用
例について述べる．特に東京大学史料編纂所所蔵
の『倭寇図巻』（請求記号：S0080-2）と『正保琉
球国絵図』（請求記号：S 島津家文書-76-2）を対
象として，知識ベースの構築と，それを利用した
アプリケーションの開発例について述べる． 

なお，東京大学史料編纂所では，これまでも人
名や地名をはじめとする様々な歴史的知識をデ
ータ化する取り組みを実施している[2]．本研究は
この延長に位置するものであり，特に絵図を対象
として，データ構築・アプリケーション開発を行
う点に差異がある．また，絵図の構造化に関する

研究としては，北本[3]らによる「江戸マップ」や
「顔貌コレクション」などが挙げられる．本研究
では，これらのデータとの互換性を保持すること
により，機関やプロジェクトを横断した歴史情報
の研究基盤の構築に繋げる． 

 

２．提案手法 
2.1．概要 

知識ベースの構築とその活用手法の概要を図 
1 に示す．Time Machine Europe[4]で示された(1) 
Digitization, (2) Automation of markup, (3) 
Connection, (4) Simulation engines, and (5) 
Experience をベースとして，1. デジタル化，2. 構
造化，3. 連携化，4. 可視化/分析� の手順により，
データ構築とアプリケーション開発を行う． 

 
2.2．デジタル化 

デジタル化に関しては，低コストかつ高品質な
デジタル化技術の開発，デジタルデータの長期保
存に関するソリューションの構築，などが求めら
れる．史料のデジタル画像化に加えて，画像デー
タからの翻刻文の作成などもこのプロセスに含
まれる．翻刻文の作成については，くずし字
OCR[5]などの OCR 技術の開発や，「みんなで翻
刻」[6]などのクラウドソーシングサービスの発展
など，さまざまな研究開発が進められている． 
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図 1 知識ベースの構築と活用手法の概要 
 

2.3．構造化 
構造化データの記述にあたっては，画像共有の

ための国際規格である IIIF（International Image 
Interoperability Framework），人文学向けテキスト
データの構造化ルールを定めた TEI（Text 
Encoding Initiative）などの国際標準規格の採用が
有用である．構造化データの作成プロセスの効率
化については，画像処理技術を用いた物体検出に
関する研究[7]や，人名・地名などの固有表現の自
動抽出に関する研究[8]などが進められている． 

 
2.4．連結化 

構造化したデータに対して，Linked Data・RDF
（Resource Description Framework）等の技術を用
いて，多様なデータを相互に関連付けを行う．デ
ータの関連付けにおいては，時間情報の Linked 
Data 化に関する研究[9]や，Linked Data 化を支援
するシステム開発に関する研究[10]などがある． 

 
2.5．可視化／分析 

分析については，3 までのプロセスで蓄積・相
互に関連づけられたデータを活用して，テキスト
マイニング技術等を用いた新たな知識を創出す
るプロセスである．例えば山田らは，トピックモ
デルを用いた史料からの人物関係およびその時
空間変化の抽出[11]を行なっている． 

可視化については，構造化した情報や得られた
分析結果を新たな形で提示するプロセスであり，
年表や地図などの活用が考えられる．また
AR/VR・3D などの技術を用いた HCI（ヒューマ
ン・コンピュータ・インタラクション）に関する
研究も含まれ，例えば小川らは民話を体験する
VR システムの開発[12]などを行なっている． 

 
1 東京大学史料編纂所ではこうした要望に応えるた

め，2005 年より「ひらめき☆ときめきサイエンス� 史

料からみる日本の歴史」コーナーにて全図を公開して

い た が （ https://www.hi.u-tokyo.ac.jp/conference-
seminar/science/ez01.html），デジタル環境の急速な変化

2.6．まとめ 
上述したプロセスを基本として，対象史料や研

究用途に応じた構造化データの作成や，その活用
を行う．以下では，二つのケーススタディを対象
に，本提案手法の適用事例について述べる． 

 

３．ケーススタディ 1：「倭寇図巻デジタ
ルアーカイブ」の構築 
3.1．史料概要と目的 
『倭寇図巻』は，倭寇と明軍との合戦を描いた

図巻である．中国において明代末期（～17 世紀半
ば）までに作成されたと推定され，20 世紀初頭に
書店の購入により日本に渡来した．16 世紀に中
国沿海部を襲った倭寇（後期倭寇）の姿を描いた
貴重な作品として，中学・高校の教科書にはしば
しば部分図が載せられており，一般にもよく知ら
れている史料である．倭寇が海のむこうからやっ
てきて村を荒らし，それに明軍が立ち向かって勝
利をおさめ，村に平和が戻るというストーリーの
もと描かれているが，日本の絵巻に見られる詞書
はない． 
本史料は，縦 32 ㎝・横 523 ㎝の巻子である．

挿絵として引用されるのは当然部分図が多く，全
体像を知りたいという要望が強くある一方で，全
体像を手軽に把握できるようなシステムを公開・
維持するのは容易ではなかった1．また本史料に
ついては 2010 年以降，日本史・中国史・美術史・
写真技術等の各分野の協業によって急速に研究
が進展したが，この研究の成果の見せ方も課題で
あった．すなわち赤外線撮影の結果，図巻内に肉
眼では見えない文字が存在することが発見され，
これまで明確ではなかった図巻の性格を決定づ

により閲覧者の環境によっては起動しないなどの問題

を抱えるようになり，現状の水準に見合った早急なリ

ニューアルが求められていた．また画像の精度も 2005
年段階と現状とでは懸隔がある． 
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けることになったが，その赤外線画像と本体画像
の閲覧を両立させるための扱いはどうすべきか．
あるいは詞書のない本図巻から研究者が読み解
いたストーリーをどのように表現するべきか．関
連史料をどう紐づけるのか．こうした点を解消し
うる手法に基づく，デジタル公開が望まれていた． 
上記を踏まえ，本ケーススタディでは，この『倭

寇図巻』のデジタル活用に向けて，2 で述べた手
法を適用する．なお，この活用方法としては，こ
れまでの我々の研究成果[13][14]をベースとする． 

 
3.2．デジタル化 
本ケーススタディでは，史料『倭寇図巻』と論

文[14]を対象とする．『倭寇図巻』については，
大型の絵画史料であるため，分割撮影した画像を
つなぎ合わせ，90,916×6,615 ピクセルの画像を作
成した．論文からは，掲載されている釈本と解説
文などを参照し，テキストデータを用意した． 

 
3.3．構造化 
本プロセスについては，デジタル画像化した

『倭寇図巻』，論文から抽出したテキスト，およ
び国立公文書館で公開されている『籌海図編[15]』
を対象として，画像およびテキスト上の情報の構
造化を行う．『籌海図編』は，明末の海防地理書
であり，倭寇に関する情報（船や武器など）が含
まれる． 

 
画像に対しては，Omeka の IIIF Toolkit を用い

て，アノテーションを付与した．デジタル画像化
した『倭寇図巻』に対しては，複数種類のアノテ
ーションを付与している．一つは，本図巻の画面
の推移（「倭寇船の登場」「倭寇の上陸」など）
に沿った説明を加えることで，ストーリーテリン
グに利用するための情報を付与した．また，赤外
線撮影により判読可能となった文字に基づく研
究成果を踏まえ，赤外線写真と比較するための矩
形の切り出し，およびその説明をアノテーション
として付与した． 

 
さらに，「顔貌コレクション」および『洛中洛

外図屏風「歴博甲本」人物データベース』[16]（以
下，歴博人物 DB）などを参考として，図巻中に
登場する人物などのエンティティに対してもア
ノテーションを付与した（図 2）．これは，描か
れている人物の靴の有無や髪型の違いから，倭寇
と明軍の違いを定量的に分析することを意図し
ている．この結果，計 335 件のアノテーションを
付与した．人物情報の情報記述に用いたフィール
ドを表 1 に示す． 

 

図 2 Omeka IIIF Toolkitを用いたアノテーション付与例 
 

表 1 人物情報の記述に用いたフィールド例 
フフィィーールルドド名名 例例 歴歴博博人人物物 DB

のの対対応応項項目目 
場面 上陸した倭寇 場所 
グループ 倭寇 身分等 
タイプ 大人/老人/… 身分等 
性別 男/女/不明 性別 
向き 正面/横/…  
被り物 あり/なし/不明 被り物 
服の色 青系/赤系/白系/… 服装 
服の種類 和服/漢服/… 服装 
髭 あり/なし/不明 髭 
靴 あり/なし/不明  
すね毛 あり/なし/不明  
武器 あり/なし/不明 持ち物 
持ち物 旗/刀/長槍/… 持ち物 
行動 船の帆を引いている 行為 

 
『籌海図編』については，『倭寇図巻』に描か

れている武器や船を中心として，これらを挿絵単
位で人手で切り出し，IIIF キュレーションリスト
として一覧できるようにした． 

 
テキストについては，TEI を用いた構造化を実

施した．今回は，『倭寇図巻』の関係史料として，
重要文化財であり，嘉靖 35 年（1556）に明の使
者蒋洲が対馬宗氏に倭寇禁圧を求めた公文書『蒋
洲咨文』（東京大学史料編纂所所蔵，請求記号：
S0835-10）を対象として，釈本と解説文を TEI で
マークアップした．特に，テキスト中に登場する
人物や地名に対して，当該史料に詳しい研究者の
協力のもと，人手で persName や placeName タグ
を用いたマークアップを施した．また地名につい
ては，geo タグを用いて，緯度・経度の情報を付
与した．  
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3.4．連結化 
2 で構造化した固有表現について，RDF 化を実

施した．具体的には，『籌海図編』から抽出した
武器や船といったキーワード，および『蒋洲咨文』
から抽出した人名や地名といった固有表現を対
象としたスキーマとしては，ジャパンサーチ利活
用スキーマ[17]を参考とした． 

 
3.5．可視化／分析 
これまでの過程で構造化した IIIF 画像，TEI テ

キスト，および RDF 化した固有表現等を用いて，
各種可視化を実施した．具体的には，以下の機能
を有するアプリケーションを開発した． 
• デジタルストーリーテリング 
• 人物の容姿や服装に基づく分析 
• TEI を用いた画像とテキストの閲覧環境 
• 固有表現（船や武器）の DB 構築 
 
3.5.1 デジタルストーリーテリング 

Digirati が開発した Canvas Panel[18]が提供する
デジタルストーリーテリング機能[19]を用いた可
視化を行った．前プロセスで付与したアノテーシ
ョンを，IIIF Presentation API v.3 に変換し，図 3 に
示す閲覧環境を構築した． 
『倭寇図巻』の画面の推移に沿ったアノテーシ

ョンが表示され，それに応じて当該画像箇所が拡
大表示される．また，特に赤外線写真が存在する
箇所については，赤外線写真との比較画面へのリ
ンクを与えた．赤外線写真との比較画面の構築に
あたっては，IIIF の oa:Choice を用いて実装した．
これらの機能により，本図巻に関する内容のイン
タラクティブな提示が可能となった． 
 

 
図 3 『倭寇図巻』のデジタルストーリーテリング画面例 

 
3.5.2 人物の容姿や服装に基づく分析 
図巻に登場する人物に付与したアノテーショ

ンにより，詳細な分析が可能となる．図 2 に示し
たような人物の特性に応じた絞り込み検索が可
能になるほか，描かれた人物に対する定量的な分
析が可能となる．例えば，図 4 は靴の有無に関す
る分析例を示すが，倭寇（136 人）で靴を履いて

いることが確認できたものはいないが，明の人々
（199 人）の多くは靴を履いていることがわかる． 
 

図 4 靴の有無に関する分析例 
 
3.5.3 TEIを用いた画像とテキストの閲覧環境 

TEI を用いた画像とテキストの閲覧環境の例を
図 5 に示す．画面左にテキストが表示され，そこ
に登場する人名や地名の情報（サムネイルや説明
文）が画面中央に表示される．また，特に緯度・
経度がわかる地名については，画面右の地図上に
マーカーが表示される．これらの各固有表現に関
する情報については，前プロセスで作成した RDF
データを参照している．これらの機能により，テ
キスト中に登場する用語の補足情報を提供し，当
該分野に詳しくないユーザの理解を支援する 
 

 
図 5 TEIを用いた画像とテキストの閲覧環境 

 
3.5.4 固有表現（船や武器）の DB構築 
『籌海図編』から抽出した画像，および RDF 化

したメタデータを利用して，図 6 に示す船や武器
に関する DB を Snorql により構築した．『倭寇図
巻』に描かれた船や武器を，本 DB と照合・連携
させることにより，図巻に対する読解を支援する． 
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図 6 固有表現（船や武器）の DB構築 

 
3.6．考察 
デジタル化によって高精細画像を自在に拡大・

縮小することが可能となり，図巻の全体像から細
部まで手軽に閲覧・把握することができるように
なった．またアノテーション付与により，『倭寇
図巻』が描いているストーリーを画面に沿って把
握し，そのストーリーを読み解くうえでキーとな
る絵画表現を見つけ出すことも容易となった．と
りわけ図巻の性格を決定づける赤外線画像が該
当箇所から即座に，解説とともに見られるように
なったことは重要であり，教育現場での利便性に
格段の向上が見込まれる． 
『倭寇図巻』と『籌海図編』の図様の類似につ

いてはつとに指摘されてきた[20]が ，その可否を
視覚的に並べて検討できるようになったことは，
『倭寇図巻』の成立を考える上で貴重な成果であ
る．さらに図巻に登場する人物の全てにアノテー
ションが付され，詳細分析が可能になったことは，
図巻の読み解きに新たな解釈を付与し，未詳な点
の多い本図巻の注文主・受容層について考察する
手がかりとなる可能性がある．従来の研究におい
て図巻の登場人物が数え上げられたことはなく，
目に付く特徴的な人物数名について言及される
に止まっていた．335 名もの人物が描かれていた
ことは予測の外であり，これらの人物についての
検討は今後の課題であるが，これにより『倭寇図
巻』研究はさらなる深化が期待される．後期倭寇
関連史料として知られる「蒋洲咨文」について原
文画像・翻刻とともに解説・補足情報・関係地図
が表示されるようになったことは，史料の内容の
理解を助け，史料の置かれた場の把握を容易にす
るもので有用である．また当該史料の解釈に不可
欠な関連史料を合わせ閲覧できるようになった
ことは，本史料の理解を深めるとともに，史料解
釈という営みを可視化する試みである． 
 

４．ケーススタディ 2：「正保琉球国絵図
デジタルアーカイブ」の構築 
4.1．史料概要と目的 
4.1.1 史料概要 
正保の国絵図は，1644 年に江戸幕府が全国に命

じて製作した国ごとの絵図で，このうち琉球国絵
図は，奄美諸島～八重山諸島までの島々を３舗に

分けて仕上げた大型絵図である．幕府に提出され
た絵図は所在不明だが，薩摩藩により原寸大で忠
実に写されたものが史料編纂所の所蔵する国宝
「島津家文書」のなかに残る．琉球を描く最古の
大型絵図として史料的価値が高く，歴史学や地理
学など様々な分野の研究素材となってきた． 

 
4.1.2 目的 
最大長辺が７ｍを超える巨大な絵図であるた

め取り扱いは困難であり，かつ国宝指定品である
ことから閲覧を容易に行うことはできなかった．
絵図内には地形・地名・石高・交通など多様な情
報が盛り込まれており，デジタル画像による公開
が急務となっていたが，記載された文字はすべて
崩し字であるために，たんなるデジタル画像の公
開だけでなく，アノテーションによるテキストの
付与といった構造化を行う必要があった． 
このような背景を踏まえ，本ケーススタディで

は，この『正保琉球国絵図』のデジタル活用に向
けて，2 で述べた手法を適用する． 
 
4.2．デジタル化 
大型絵図は，カメラ撮影では分割撮影と接合の

制約が大きく，研究資源として使用に耐えうるデ
ジタルデータを提供できないおそれがあったた
め，今回は株式会社サビアの提供するアートスキ
ャンサービスを採用することとした（図 7）．絵
図の展開場所として，国立歴史民俗博物館の協力
のもと，同館に絵図を移送しスキャンを行った
[21]． 
 

図 7 大型絵図の撮影風景 
 
4.3．構造化 
本プロセスについては，デジタル画像化した

『正保琉球国絵図』の地名に関する構造化を行う． 
 
画像に対しては，3 と同様，Omeka の IIIF Toolkit

を用いて，アノテーションを付与した．地名の箇
所を多角形で選択し，それぞれに対して ID を与
えた．各 ID に対する各地名の情報については，
Google スプレッドシートを用いて，複数の作業者
が共同で管理・編集を行った．地名の情報記述に
用いたフィールドを表 2 に示す． 
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表 2 地名情報記述に用いたフィールド例 
フフィィーールルドド名名 例例 
緯度経度 27.6735195,128.9378668 
（現）住所 鹿児島県大島郡伊仙町伊仙 
ID 10061 
表記 面縄間切 
説明文 三千九百八拾弐石余 
石高 3982 
備考  
沖縄県教育委員
会編『琉球国絵
図史料集』番号 

〔56〕 

ジャパンナレッ
ジの ID 

30020470000263700 

分類 畾紙／方位／島／間切／村
／都市／港湾／山／川／崎
／陸路／渡河点／航路／干
瀬／寺社／図示／付箋／そ
の他 

 
画像と地名情報を Omeka の API および Google 

Apps Script を用いて結合し，IIIF キュレーション
リストを作成した（図 8）． 

 
4.4．連結化 
作成した IIIF キュレーションリストの情報を

用い，RDF 化を実施した．3 と同様，ジャパンサ
ーチ利活用スキーマを参考として， rdf:type
「https://jpsearch.go.jp/term/type/Place」の付与や，
schema:geo を用いた緯度経度情報の geohash 値の
付与などを実施した． 

 

図 8 ICVを用いたアノテーションの表示例 
 

4.5．可視化／分析 
これまでの過程で構造化した IIIF 画像，TEI テ

キスト，および RDF データを用いて，各種可視
化を実施した．具体的には，以下の機能を有する
アプリケーションを開発した． 

 
• 地名の検索機能 
• 現代地図との重ね合わせ 
• 他機関所蔵資料との比較 
• データセットの構築 
 

4.5.1 地名の検索機能 
先に作成した RDF データをベースとして，フ

ァセット等による絞り込み機能を有する検索シ
ステムを開発した．画面左部に地名を絞り込むた
めのファセットが表示され，検索結果を複数のレ
イアウト（リスト／グリッド／テーブル／グラフ
／地図）で表示することができる． 
特に，地図レイアウトでは，図 9 に示すように，

IIIF Content Search API を模した検索機能を提供
し，検索条件に応じて表示するアノテーションを
動的に変更することができる．

 

図 9� 検索結果の地図表示 
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4.5.2 現代地図との重ね合わせ 
各地名に付与された緯度経度の情報を利用し

て，ジオリファレンスによる現代地図との重ね合
わせを行った（図 10）．  
 

図 10 現代地図との重ね合わせの例 
 
ジオリファレンスにより一部画像が歪んで表

示されてしまう欠点がある一方，絵図の空間情報
の把握が容易となった．なお歪みの軽減を目的と
して，島ごとに切り出した画像に対してジオリフ
ァレンスを実施した．本プロセスについては，引
き続き改良を加える． 
 
4.5.3 他機関所蔵資料との比較 
図 11 に他機関所蔵資料との比較例を示す．具

体的には，国立公文書館所蔵の「元禄国絵図」「天
保国絵図」を用いて，正保・元禄・天保の絵図を
比較可能な環境を提供する．IIIF の利点を示す好
例だと考えられる． 
今後，「正保国絵図」に対して付与したアノテ

ーションを利用して，国立公文書館所蔵の国絵図
に対する物体検出技術の応用を行い，より詳細な
比較分析の実現を検討している． 

 
 

図 11 他機関所蔵資料との比較例 
 

4.5.4 データセットの構築 
ジャパンサーチ利活用スキーマを参考として

記述した RDF データに加えて，GeoNLP[22]にお
ける地名解析辞書のファイルフォーマットおよ
びメタデータフォーマットに準拠したデータセ
ットを構築した．今後，さまざまなデータベース
との連携を強化し，歴史情報の研究基盤の構築に
も貢献していく． 

 
4.6．考察 
国絵図などのデジタル公開は近年広まりつつ

あるが，アノテーション付与による構造化で，多
くの利用者にとって高いハードルになる崩し字
の読解という課題をクリアすることができた．ま
た，地名メタデータによる現代地図との重ね合わ
せや他機関所蔵資料との比較により，歴史学以外
の研究活用にも展開が可能となり，幅広い利活用
が期待される． 

 

５．提案手法に対する考察 
本研究では，史料から抽出したデータに基づく

知識ベースの構築手法として，「デジタル化」「構
造化」「連結化」「可視化/分析」から構成される
プロセスを提案し，ケーススタディへの適用を通
じた評価を行なった． 
「デジタル化」「構造化」「連結化」のプロセ

スに基づいて構築したデータに対象として，各ケ
ーススタディ（プロジェクト）の目的に応じた「可
視化/分析」を行うことができた．また，2 種類の
ケーススタディへの適用を通じて，その汎用性を
示した． 
今後の課題としては，大規模データへの展開に

向けた各プロセスの（半）自動化が挙げられる．
本研究では比較的小規模なデータを対象とした
ため，人手によるアノテーション付与を中心に，
構造化データを作成することができた．一方，東
京大学史料編纂所が有する大規模な画像および
テキストデータなどに対象を拡大するためには，
それらからの構造化データの自動抽出が求めら
れる．今後は，本研究で提示したような知識ベー
スの構築と，その知識ベースを活用した構造化デ
ータの自動抽出および知識ベースへの抽出結果
への反映，というプロセスを相互補完的に実施し，
データの大規模化に対応していく． 

 

６．結論 
本研究では，東京大学史料編纂所が所蔵する絵

図『倭寇図巻』と『正保琉球国絵図』を対象とし
て，これらの史料から抽出したデータに基づく知
識ベースの構築と，それを利用したアプリケーシ
ョンの開発例について述べた． 
東京大学史料編纂所がこれまで蓄積してきた

人名や地名をはじめとする様々な歴史的知識・デ
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ータに加え，本研究で提案した手法を基づくデー
タの拡充およびアプリケーション開発により，目
録・画像，人名・地名，文字などの多様なデータ
の関連付けおよび活用に基づくデータ駆動型の
歴史情報研究基盤の構築に繋げていきたい． 
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